
個性満載。地球を走る。明日をつくる。� Vehicles of Character Across the World, Building Our Future.

VOL.NEWS

　テーマは、「ベス
ト・ソリューショ
ン・パートナー」。
実用的で総合性能
が売り物の「ADバ
ン」や福祉タク
シーなど18台を展
示し「それぞれの顧客に適したソリューションを提供」
（カルロス ゴーン社長）する姿勢をアピールしていた。
１番人気はワンボックスの小型トラックをベースにした
「Ｘ - Cargo」。開幕当日まで未公表だったモデルで、室
内を大人が自在にウォークスルーできる機能性を、実際
に乗って確認する人が続いていた。また、ITS技術搭載
のコンセプトカー「エルグランド ジャンボタクシー」に
も人気が集中。

2000年 11月4日発行／Nov 4, 2000

4

　西ホールは、日産自動車と日産ディーゼル工業の日産グループ、さらに軽自動車を中心とするスズ
キ、本田技研工業、富士重工業とシャシ５社が多彩なモデルや ITSなど輸送技術を競っている。

軽から大型まで5社が多彩な提案 ― 西ホール ―

日　産

　経済性やドライバーの
快適性などを追求した商
品をアピールするため
「走・快・環の実証」が
テーマ。他の大型車メー
カー同様に総軸エアサス
車が中心だが、とりわけ
参考出品のトラクタ「ビッグサムCK-T」は注目の的。運
転室内に乗り込んで、熱心にビデオや写真撮影をする来
場者が目立った。バスもハイブリッド車などを中心に充
実。なかでも赤を基調にした小型ノンステップバスは、
「デザインも素晴らしい」と、評価する声が多かった。
　クリーンで安全性の高いCNGを燃料とする「CNGコ
ンドル」も注目を集めていた。

　参考出品4台を含む
17台を展示。昨年の乗
用車ショーで人気を得
たコミューター「Pu3」
は、助手席車イス仕様
車となって登場、今回も注目されている。また、米国で
販売しているSUV「グランドビターラ」のホイールベー
スを伸ばし、5人乗りのピックアップに仕立てた参考出
品モデルが若者を中心に支持を得ていた。

　「Anytime,with Honda !」を
テーマに、休日も含めて、い
つでも暮らしに役立つ商用車
をアピール。ステージをしつ
らえる力の入れようで、そこ
で注目を浴びたのが参考出品
の「mh＜エメ・アッシュ＞」だ。小型ワンボックスを
ピックアップ仕様にしたホンダらしい新発想のユーティ
リティ車。「何これ？」と、思わず驚嘆の声をあげる来
場者もいた。

　「プロが選ぶ商用車」を
テーマに軽自動車サンバーシ
リーズを中心に16台を展示。
ダンプ、消防車、コーヒー販
売車、訪問介護車など軽商用
車のあらゆる可能性を提示した姿勢に来場者の評価も高
い。参考出品では街のガーデニング屋さん向けに開発し
た「サンバー緑のトラック」が注目を集めていた。

日産ディーゼル

スズキ

本田技研
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ヨーロピアンテイストの「X - Cargo」

日産ディーゼル
　　　　　 「ビッグサムCK-T」

スズキ「グランドビターラ」

ホンダ「エメ・アッシュ」

富士重工「緑のトラック」

　1日のシンンポジウムに引き続き、3日午後1時30分から幕張メッセ国際会
議場２階の国際会議室で「デリバリー最前線」－物流産業が未来の生活を変え
るーのテーマで「Talk-in 2000」が開かれた。
　パネリストは参議院議員でソシアルマーケッターの水野誠一氏、三菱商事

（株）プロジェクト開発部の湯川恭啓氏、タレントのリサ・ステッグマイヤー
氏。それにコーディネーターとして作家の小中陽太郎氏、司会はタレントの高
橋南海さん。
　この日も前回同様、大勢の来聴者が詰めかけ、熱心にメモをとる姿が見受けら
れた。質疑応答では真剣な質問が浴びせられ、予定時間を超えてお開きとなった。

大勢の来聴者、熱心な質問 ―「Talk-in 2000」―
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入  場  者  数  累  計�
Attendance to date :

　西ホールのほぼ半分は、国内外の部品メーカーのコー
ナー。今回は90社、１団体・２政府による出品で、その規模
と来場者の混雑ぶりは、昨年の乗用車ショーとほとんど変わ
りがなかった。部品コーナーは「電装部品・情報通信機器」
「走行操舵装置」「機関部品」など６つのジャンルと外国政府
のコマに区分けされ、各社のカタログを収集しながら展示品
に熱心に見入るビジネスマンで溢れた。

11月3日の入場者数
Nov 3rd attendance : 54,800人 130,900人

部品も大規模に
― 乗用車ショーと変わらぬ活気 ―

　1 2 0 カ国の 2 0 万人以上に読まれている自動車専門誌
「COMPONENT」に寄稿していて、取材で世界中を飛び回っ
ているんだ。この商用車ショーは大変素晴らしく、低公害や
安全性の裏づけとなっている部品のコーナーが印象的だった。
なかでもドイツの展示はブース自体がトラックになっていて
アーチスティックで気に入った。意見を言わせてもらえば、ラ
イダーに共通性があるのでトラックと二輪車のショーを一緒
にやればいいと思うよ。

部品コーナーが気に入った
モータージャーナリスト

（Mr. SVEN ERIK LINDSTRAND）
スベン・エリック・リンドストランド氏（スウェーデン）

　｢キャーッ｣という大きな声。
西ホール右奥に設けられた千葉
県コーナー。そこの地震体験車
からの声だ。
　ここは｢暮らしを守る車たち｣
をメインテーマに、公害パト
ロール車、シートベルト衝撃体
験装置のほか、メガクルー
ザー、（災害）支援車など実際に
災害時に出動する車を展示して
いる。万一災害が起きれば、こ
こから出動するということで、

モーターショー会場とはいえ“臨戦体制”。
　県と市あわせて13台の車を出展しているが、中でも地震体験車が一番の
人気。朝早くから行列ができる。「いま5年生は社会科で自動車工業を勉強
している」（小谷（こやつ）小学校＝千葉市緑区。山倉先生）とあって千葉
市内の小学校が団体で会場に。千葉県コーナーを起点に見学を始めるが、
震度7を体験した女生徒の一人はただ一言｢怖かった｣。

グラグラ、キャーッ！！
ドイツ政府ブース

　動力伝達装置のコーナーでは、アイシンAWなどアイシン
グループが軽自動車用から大型トラック用に至るまで、ミッ

ションのカットモ
デルを多数用意。
視覚に訴える展示
で、来場者を惹き
つけていた。商用
車ショーならでは
の展示として注目
されたのが、特殊
ランプメーカーの
パトライトのコー

ナー。救急車両や警察車両に取り付けるカラフルな警報
ランプを並べて点灯、家族連れの人気スポットとなって
いた。
　情報通信などIT分野の充実も今回の特徴。ナイルス
部品は、日産自動車と共同開発中の居眠り警報システム
を出品した。パソコン画面上の人物の瞼がマウス操作で
閉じる仕組みとなっており、居眠り状態になると、警報
を発するという仕組み。安全のためのIT技術を分かり
やすく示し、好評だった。
　デンソーは、車間制御クルーズシステムなど先端の
ITS技術を、動画入りでプレゼンテーション。また、外
国政府コーナーでは、トラック大手をもつスウェーデ
ン、ドイツの２政府が部品メーカーを取りまとめて出
品。“商用車王国”を支える部品企業群に、熱い視線が注
がれていた。

スウェーデン政府ブース

アイシングループブース

ナイルス部品ブース


